
 

 

記入例 

 

様式第31号（第19条関係） 

                                  製 造 所 

危 険 物 貯 蔵 所 災 害 発 生 届 

                                  取 扱 所 

 

                                                        令和 〇〇 年 〇 月 〇 日 

 

江津邑智消防組合 

    管理者江津市長 〇〇〇〇 様 

 

届 出 者 

島根県〇〇市・郡〇〇町〇〇〇〇番地〇 

住 所       （電話 〇〇〇〇-〇〇-〇〇〇〇） 

 

                                            氏 名 〇〇株式会社 代表取締役 〇〇〇〇        

                                

製

造

所

等 

設 

置 

者 

住    所 島根県〇〇市・郡〇〇町〇〇〇〇番地〇 

氏    名 ○○株式会社 代表取締役 〇〇〇〇 

設 置 場 所          島根県〇〇市・郡〇〇町〇〇〇〇番地〇 

製 造 所 等 の 別          貯蔵所 
貯 蔵 所 又 は          

取 扱 所 の 区 分          
地下タンク貯蔵所 

許 可 年 月 日          令和〇年〇月〇日 完成検査年月日          令和〇年〇月〇日 

許 可 番 号          第 〇〇〇〇 号 検 査 番 号          第 〇〇〇〇 号 

災 

害 

の 

状 

況 

発生年月日時刻          令和〇年〇月〇日〇時〇分 

焼失又は損害の程度 重油 １００リットル 

損 害 見 積 額          〇〇，〇〇〇円 

死傷者数及び程度          傷者１名 軽症 

発生の原因及び          

拡 大 の 状 況          

タンクローリーから地下貯蔵タンクへ重油を注入中、取扱者がその場 

を離れたため、過剰注入となり計量口から重油が流出したもの。 

処 理 の 概 要           直ちに注入を停止するため吐出弁を閉じ、排水口に流入した重油をド 

ラム缶に回収した。 

※ 受 付 欄 ※     経     過     欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。  

      ２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。 

      ３ ※印欄は記入しないこと。 



記載要領 

〔危険物製造所等災害発生届記載要領〕 

１. 届出に係る施設区分以外を二重線で抹消する。 

２. 届出日（届出書提出日）を記入する。 

３. 「届出者」欄は、原則として当該危険物施設の設置者の住所、氏名を記入する。申請

者が法人の場合は、名称、代表者氏名及び事務所の所在地を記入する。申請手続きを代

理人を定めて申請する場合は、委任状を添付する。 

４. 「設置者」欄は、当該危険物施設の設置者の住所、氏名を記入する。法人の場合は名 

称、代表者氏名及び事務所の所在地を記入する。 

５. 「設置場所」欄は、当該危険物施設の所在地を記入する。 

６. 「製造所等の別」欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の別を記入する。 

７. 「貯蔵所又は取扱所の区分」欄は、危政令第２条及び第３条に掲げる施設区分（同 

令第３条第２号イ及びロを含む。）を記入する。製造所の場合は斜線により抹消する。 

８. 「許可年月日」及び「許可番号」欄は、当該危険物施設の設置許可年月日・番号を記

入する。 

９. 「完成検査年月日」及び「検査番号」欄は、当該危険物施設の設置完成検査年月日・

検査番号を記入する。 

10. 「災害の状況」欄は、災害の概要及び被害の状況について，簡潔に記入する。別途災 

害の概要等を作成している場合は，「別紙のとおり」と記入し，別紙を添付する。 

 


